
新規申請前の準備：臨床実績・専門症例・学術活動・共通研修 

専門症例（難度が高い専門症例：10症例 ＋一般症例：20症例）

＊申請時に提出する症例（詳細を記載する所定の様式） 

＜審査対象＞30症例（術前，術後の検査・治療の結果）
 ・難度が高い専門症例提示（10症例）

 ・基本技術・能力の根拠を示す一般症例提示（20症例）
  ・保存修復治療症例：10症例
  ・歯内療法症例：10症例

 ＜提出書類＞
 ・各症例のポートフォリオ提出（30症例全て）  臨床実績と異なり，詳細を求められる．

 ・内容：病態に対する考え方，治療法の選択理由，治療経過・管理内容などを科学的根拠に基づいて

論理的に説明し，参考文献を示す．

科学的根拠に乏しい独自の方法や材料を用いた症例は不可とする． 



新規申請前の準備：臨床実績・専門症例・学術活動・共通研修 

難度が高い専門症例（10症例)について

＊AとBがあることに注目 

・専門症例を「A. 保存修復治療系」（A1-A7）と「B.歯内療法系」（B1-B10）に分類 

・(A)保存修復治療を主，(B)歯内療法を主とする２種類で運用、いずれかで申請． 

・(A)，(B)いずれの要件で申請する場合も，全身疾患症例を2～3症例含む

＜B要件＞ （歯内療法を主とする要件で申請する場合）
   ・B1：３症例
   ・B2～B10のいずれか：４症例（ただし内容が重複しないこと） 
 ・A1～A6のいずれか：３症例 

 ＜A要件＞ （保存修復治療を主とする要件で申請する場合）  
・A1-1あるいはA1-2：１症例  
・A2-1あるいはA2-2：１症例  
・A3-1あるいはA3-2：１症例  
・A4，A5-1あるいはA5-2，A6のいずれか：２症例（ただし内容が重複しないこと）  
・A7：１症例 

  ・B1-10のいずれか：４症例

 







口腔内写真、エックス線写真等が必要

ここでは写真をペーストしているが，
新規申請の治療経過報告では，詳細を文章でも記載する

専門症例の治療経過報告（例）
（移行申請期間中の書式）
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